
今
こん

回
かい

エレキくんが見
けん

学
がく

した核
かく

融
ゆう

合
ごう

科
か

学
がく

研
けん

究
きゅう

所
しょ

では、将
しょう

来
らい

、核
かく

融
ゆう

合
ごう

のエネルギーを利
り

用
よう

し
て発

はつ

電
でん

することを目
もく

標
ひょう

とした、プラズマの研
けん

究
きゅう

が行
おこな

われている。太
たい

陽
よう

などの恒
こう

星
せい

では、
いつも核

かく

融
ゆう

合
ごう

が起
お

きていて、地
ち

球
きゅう

が太
たい

陽
よう

から受
う

ける光
ひかり

や熱
ねつ

は、すべてそのエネルギーに
よってつくられたもの。だから、核

かく

融
ゆう

合
ごう

の研
けん

究
きゅう

は、地
ち

上
じょう

に太
たい

陽
よう

と同
おな

じものをつくり出
だ

す
ことをめざしている研

けん

究
きゅう

ともいえるのだ！

　毎
まい

日
にち

使
つか

う電
でん

気
き

の多
おお

くは、石
せき

炭
たん

や天
てん

然
ねん

ガス、石
せき

油
ゆ

などの化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

によってつくられています。それ
らを今

いま

と同
おな

じように使
つか

い続
つづ

ければ、そう遠
とお

くない
未
み

来
らい

には取
と

りつくしてしまうといわれています。
エネルギー源

げん

として、太
たい

陽
よう

光
こう

や風
ふう

力
りょく

など、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な自
し

然
ぜん

エネルギーを使
つか

う割
わり

合
あい

も少
すこ

しずつ増
ふ

えて
はいるものの、今

いま

のところ、それだけですべてを

新しいエネルギーをめざす まかなうことはできません。
　そこで、未

み

来
らい

のエネルギー源
げん

の1つとして期
き

待
たい

されているのが、核
かく

融
ゆう

合
ごう

によってつくられる電
でん

気
き

です。核
かく

融
ゆう

合
ごう

とは、原
げん

子
し

核
かく

同
どう

士
し

がぶつかって合
がっ

体
たい

し、質
しつ

量
りょう

の大
おお

きな別
べつ

の原
げん

子
し

核
かく

になること。核
かく

融
ゆう

合
ごう

発
はつ

電
でん

は、そのときに放
ほう

出
しゅつ

される熱
ねつ

エネルギーで水
みず

を加
か

熱
ねつ

し、できた水
すい

蒸
じょう

気
き

でタービンを回
まわ

して、電
でん

気
き

をつくります。ですから、水
すい

蒸
じょう

気
き

をつくってか
ら先

さき

は、火
か

力
りょく

発
はつ

電
でん

や原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

と同
おな

じ方
ほう

法
ほう

です。
燃
ねん

料
りょう

には、海
かい

水
すい

とリチウムという金
きん

属
ぞく

から取
と

り出
だ

す水
すい

素
そ

（重
じゅう

水
すい

素
そ

と三
さん

重
じゅう

水
すい

素
そ

）のガスを使
つか

います。こ
のガスは化

か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

に比
くら

べてはるかに少
すく

ない量
りょう

で電
でん

気
き

をつくることができ、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

などを排
はい

出
しゅつ

す
ることもありません。

海水中の資源から海水中の資源から
エネルギーを生み出すエネルギーを生み出す 核融合発電核融合発電

LHDが設置されている実験室の広さは縦75m、横
45mで高さは40mもある。中心にすえられたLHD
本体をとりまくように、真空をつくり出す装置や冷却
装置、加熱装置などがすき間なくレイアウトされてい
る（左）。LHDの内部は、大きな二重らせんのコイルが、
らせん状に巻きついたつくりになっている（上）。

大型ヘリカル装置（LHD）の模型
を使って説明してくれる長

おさ

壁
かべ

正
まさ

樹
き

さん。核融合科学研究所は、
あらかじめ申し込めば、施設を
見学することもできる。専門家
による理科の実験教室などもあ
るよ。

冷却装置 LHD本体
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電気工学のことをわ
かりやすく解説して
いるコーナーをはじ
め、電気の現場で働
く人や研究者のイン
タビューも充実！　ぜ
ひチェックしてみてね。 パワーアカデミー 検索

パワーアカデミーのWEBサイトでパワーアカデミーのWEBサイトで
電気工学を学ぼう！電気工学を学ぼう！

まだ少
すこ

し先
さき

のことだけど、核
かく

融
ゆう

合
ごう

発
はつ

電
でん

の実
じつ

現
げん

は、まさにエネルギー革
かく

命
めい

。海
かい

水
すい

から燃
ねん

料
りょう

がつくれて環
かん

境
きょう

にもやさしく、世
せ

界
かい

中
じゅう

の科
か

学
がく

者
しゃ

たちが情
じょう

報
ほう

を共
きょう

有
ゆう

し合
あ

って研
けん

究
きゅう

してい
るっていうのもいいよね。科

か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

の恩
おん

恵
けい

をみん
なが平

びょう

等
どう

に受
う

けられる社
しゃ

会
かい

になるといいな！

核融合発電が核融合発電が
実現したら、実現したら、
どんな未来がどんな未来が
やってくるやってくる
のかな！のかな！

　原
げん

子
し

はすべてのものを形
かたち

づくるもとになってい
るもので、大

おお

きさは、わずか1000万
まん

分
ぶん

の1ｍｍ
ほど。原

げん

子
し

核
かく

は、さらにその10万
まん

分
ぶん

の1くらいの
大
おお

きさです。原
げん

子
し

の中
ちゅう

心
しん

に原
げん

子
し

核
かく

があり、その周
まわ

りを電
でん

子
し

が飛
と

び回
まわ

っています。
　核

かく

融
ゆう

合
ごう

を起
お

こすためには、1億
おく

℃以
い

上
じょう

に原
げん

子
し

を
加
か

熱
ねつ

して、原
げん

子
し

核
かく

と電
でん

子
し

がばらばらになった「プ
ラズマ」という状

じょう

態
たい

にします。
　そんなプラズマをつくるのは、大

おお

型
がた

ヘリカル装
そう

置
ち

（LHD）です。LHDの本
ほん

体
たい

は直
ちょっ

径
けい

が13.5mあ
り、内

ない

部
ぶ

はステンレスでできたドーナツのような
トンネルになっていて、周

まわ

りをらせん状
じょう

に二
に

重
じゅう

の
超
ちょう

伝
でん

導
どう

磁
じ

石
しゃく

のコイルが巻
ま

きついています。
　LHDでプラズマをつくるためには、まず装

そう

置
ち

の中
なか

の空
くう

気
き

をポンプで抜
ぬ

いて、宇
う

宙
ちゅう

空
くう

間
かん

と同
おな

じよ
うな真

しん

空
くう

にします。そして、その中
なか

にごく薄
うす

い水
すい

素
そ

ガスを入
い

れ、加
か

熱
ねつ

装
そう

置
ち

を使
つか

って温
あたた

めると、やが
て原

げん

子
し

から電
でん

子
し

が離
はな

れ、プラズマの状
じょう

態
たい

になりま
す。さらに核

かく

融
ゆう

合
ごう

を起
お

こしやすくするために、電
でん

磁
じ

波
は

を当
あ

てたり、原
げん

子
し

核
かく

のビームを照
しょう

射
しゃ

したりし
て、温

おん

度
ど

を1億
おく

℃以
い

上
じょう

に上
あ

げていきます。そんな

プラズマを閉じこめろ
超
ちょう

高
こう

温
おん

のプラズマを閉
と

じこめておくのが、超
ちょう

伝
でん

導
どう

磁
じ

石
しゃく

によってつくられる強
きょう

力
りょく

な磁
じ

場
ば

。強
つよ

い磁
じ

場
ば

の
中
なか

では、プラズマが磁
じ

力
りょく

線
せん

に巻
ま

きつくように運
うん

動
どう

するので、LHD内
ない

部
ぶ

の空
くう

間
かん

にとどめておくことが
できるのです。
　LHDはプラズマを制

せい

御
ぎょ

する実
じっ

験
けん

装
そう

置
ち

であるた
め、発

はつ

電
でん

はできません。核
かく

融
ゆう

合
ごう

の条
じょう

件
けん

の1つであ
る1億

おく

2000万
まん

℃の超
ちょう

高
こう

温
おん

は達
たっ

成
せい

していますが、
プラズマには、まだわかっていないこともたくさ
んあります。核

かく

融
ゆう

合
ごう

科
か

学
がく

研
けん

究
きゅう

所
しょ

では、スーパーコ
ンピューター「プラズマシミュレータ雷

らい

神
じん

」などを
駆
く

使
し

して、これからも多
おお

くのデータを集
あつ

めて研
けん

究
きゅう

を重
かさ

ね、30年
ねん

後
ご

の核
かく

融
ゆう

合
ごう

発
はつ

電
でん

の実
じつ

現
げん

をめざしてい
ます。

核融合発電核融合発電
パソコンがたくさん並んだLHDの制御室。中央の画面にLHDの内部が映し出
される。ここは、宇宙ロケットのコントロールセンターという設定で、テレ
ビドラマ『下町ロケット』のロケに使われたこともあるんだって。

スーパーコンピューター「プラズマシミュレータ雷
神」は、プラズマの複雑な動きを詳しく調べたり、予
測したりするのに欠かせない装置だ。1秒間に1京
500兆回の計算ができる。「京」は「兆」の１つ上の位、
1000兆の上が1京だよ。
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